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未
曾
有
の
死
者

被
災
者
数
を
記
録

し
つ
つ
あ
る
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
サ
イ
ク

ロ
ン
と
、
四
川
の
地
震
の
悲

痛
な
情
報
が
連
日
私
達
に
届

い
て
い
る
。

　

情
報
は
同
時
に
提
供
さ
れ

る
芸
能
や
ス
ポ
ー
ツ
と
配
合

さ
れ
る
た
め
娯
楽
と
し
て
受

け
止
め
ら
れ
、
現
在
で
は
隠

蔽
し
よ
う
の
な
い
官
製
情
報

も
、
国
家
の
威
信
と
民
族
主

義
を
高
揚
さ
せ
る
宣
伝
臭
が

強
い
。

　

だ
が
、
私
達
が
得
る
多
く

の
情
報
に
は
別
に
恣
意
が
あ

る
訳
で
な
く
、
ま
た
死
者
数

万
人
と
い
う
規
模
は
情
報
だ

け
で
は
私
達
の
想
像
力
を
は

る
か
に
超
え
て
い
る
。

　

狭
い
町
中
で
一
瞬
に
10
万

の
死
者
を
出
し
た
広
島
な
ん

か
現
地
を
訪
れ
た
り
し
て
半

世
紀
を
経
て
も
、
ま
だ
悲
惨

さ
規
模
の
見
当
も
つ
か
な
い
。

原
爆
の
後
に
広
島
を
襲
っ
た

台
風
の
こ
と
や
、
戦
争
中
に

日
本
各
地
で
起
こ
っ
た
地
震

も
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
。

　

自
然
災
害
も
人
為
災
害
も

後
遺
情
報
を
生
か
す
か
無
視

す
る
か
の
課
題
を
残
し
つ
つ
、

過
去
へ
と
押
し
や
ら
れ
る
。

　

次
な
る
復
興
支
援
も
課
題

だ
が
、
日
本
の
支
援
隊
の
帰

国
後
の
広
報
活
動
も
期
待
さ

れ
る
。

評議員からの質疑に答える執行部＝５月24日、Ｍ＆Ｄホール

　

評
議
員
か
ら
も
、「
府
の

４
医
療
費
助
成
制
度
は
削
減

す
る
な
」、「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
は
廃
止
し
か
な

い
」、「
歯
科
診
療
報
酬
の
改

善
を
」
な
ど
の
発
言
が
あ
っ

た
。

　

診
療
報
酬
や
保
険
制
度
の

改
善
の
た
め
、
歯
と
全
身
の

健
康
、
残
存
歯
と
医
療
費
の

関
係
な
ど
歯
に
ま
つ
わ
る
エ

ビ
デ
ン
ス
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ

き
だ
と
の
評
議
員
の
発
言
に

は
、
伊
津
理
事
長
と
小
澤
力

副
理
事
長
が
、
学
会
関
係
者

　

協
会
は
５
月
24
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
第
44
回
通
常
評
議
員
会
を
開
き
、
挨
拶
に
立
っ
た

伊
津
進
弘
理
事
長
は
、
①
大
阪
府
「
財
政
再
建
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
試
案
」
の
ス
ト
ッ

プ
、
②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
・
撤
回
、
診
療
報
酬
の
改
善
、
③
と
り
わ
け
府
民
の

暮
ら
し
を
切
り
捨
て
る
橋
下
知
事
の
「
改
革
案
」
見
直
し―

―

を
協
会
活
動
の
当
面
の
重
点

と
す
る
と
述
べ
た
。

命
・
健
康
を
脅
か
す
、
府
独

自
の
４
医
療
費
助
成
削
減
に

反
対
し
、
撤
回
を
求
め
る
決

と
の
懇
談
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
、
保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
を
通
じ
て
歯
科
医
療
危
機

打
開
の
提
言
づ
く
り
を
進
め

た
い
と
答
弁
し
た
。
ま
た
、

そ
の
た
め
に
運
動
対
策
積
立

金
を
用
意
し
て
い
る
こ
と
が

答
弁
で
示
さ
れ
た
。

　

評
議
員
会
は
近
藤
三
千
雄

議
長
、
新
宅
雅
文
・
松
倉
晴

明
両
副
議
長
の
も
と
、
第
一

号
議
案
・
07
年
度
決
算
案
、

第
二
号
議
案
・
07
年
度
収
支

差
額
処
理
案
、
第
三
号
議
案

・
08
年
度
予
算
案
を
、
出
席

評
議
員
全
員
の
賛
成
で
議
決

し
た
。
ま
た
、「
高
齢
者
を

な
い
が
し
ろ
に
し
国
民
皆
保

険
を
崩
壊
に
導
く
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
中
止
・
撤
回

を
求
め
る
決
議
」「
府
民
の

団
の
小
牧
英
夫
氏
は
「
当
局

に
よ
る
処
分
権
限
の
違
法
行

使
に
つ
い
て
厳
格
な
歯
止
め

を
か
け
た
」
と
し
た
。

　

保
団
連
の
八
木
秀
満
審
査

対
策
部
長
は
「
悪
意
の
な
い

保
険
診
療
ル
ー
ル
の
理
解
不

足
や
、
カ
ル
テ
記
載
不
備
に

つ
い
て
は
、
個
別
指
導
で
改

善
を
図
る
べ
き
で
、
取
消
処

分
は
慎
重
を
期
す
べ
き
。判

決
を
踏
ま
え
、適
切
な
個
別

指
導
や
監
査
が
行
わ
れ
る
よ

う
改
善
を
求
め
る
」と
の
談

話
を
発
表
し
た
。

　

診
療
報
酬
の
不
適
切
な
請

求
を
理
由
に
保
険
医
登
録
取

合
理
是
正
と
と
も
に
、
以
下

の
７
つ
の
運
動
を
中
心
に
公

的
歯
科
医
療
の
充
実
の
た
め

に
取
り
組
み
を
強
め
る
。
①

患
者
に
な
れ
な
い
国
民
を
な

く
す
②
医
療
費
適
正
化
計
画

を
実
施
さ
せ
な
い
③
レ
セ
プ

ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を
義
務

負
担
増
は
、
12

兆
１
千
億
円
を

超
え
、
国
民
を

取
り
巻
く
状
況

を
一
変
さ
せ

た
。

　

「
構
造
改
革
」
は
、
大
企

業
へ
の
課
税
を
大
幅
に
減
ら

す
一
方
で
、
庶
民
に
大
き
な

負
担
を
か
ぶ
せ
て
き
た
。

　

健
保
本
人
の
窓
口
３
割
負

担
へ
の
引
き
上
げ
や
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
、

年
金
・
介
護
保
険
の
改
悪
な

ど
、
社
会
保
障
は
国
民
負
担

増
の
連
続
で
あ
っ
た
。
恒
久

減
税
と
し
て
導
入
さ
れ
た
労

働
者
の
定
率
減
税
は
廃
止
、

同
時
期
に
導
入
さ
れ
た
企
業

へ
の
法
人
税
率
の
引
き
下
げ

は
、
恒
久
化
さ
れ
た
。
小
泉

　

非
正
規
社
員
は
、
99
年
か

ら
５
０
０
万
人
増
え
、
１
７

３
６
万
人
、
労
働
者
に
占
め

る
割
合
は
33
・
３
％
（
07

年
）
と
な
っ
た
。
原
因
は
、

「
構
造
改
革
」
に
よ
る
労
働

規
制
の
緩
和
で
あ
る
。

　

「
民
間
給
与
実
態
統
計
調

は
97
年
比
で
年
額
83
万
円

（
06
年
）
も
減
少
し
た
。

　

生
活
保
護
世
帯
は
、
05
年

に
１
０
４
万
世
帯
と
な
っ
た
。

　

府
民
の
実
態
は
、
さ
ら
に

深
刻
で
あ
る
。
大
阪
社
会
保

障
推
進
協
議
会
の
調
べ
に
よ

る
と
、
大
阪
に
お
け
る
国
民

保
加
入
世
帯
１
９
５
万
１
１

３
世
帯
の
う
ち
、
46
万
１
５

１
２
世
帯
が
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
る
。
こ
れ
は
加
入
世

帯
の
23
・
７
％
に
あ
た
り
、

全
国
平
均
の
18
・
６
％
を
大

き
く
超
え
て
い
る
。
短
期
被

保
険
者
証
の
発
行
は
６
万
６

　

今
後
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
で
も
、
保
険
料
滞
納
に

よ
る
資
格
証
明
書
の
発
行
が

待
ち
受
け
て
い
る
。大
阪
に

は
低
所
得
の
高
齢
者
が
多

く
、
高
齢
者
の
命
と
健
康
被

害
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

協
会
は
、
08
年
改
定
の
不

査
」（
国
税
庁
）に
よ
る
と
給

与
所
得
者
の
う
ち
、
年
収
が

２
０
０
万
円
以
下
の
労
働
者

は
た
っ
た
４
年
間
で
１
７
０

万
人
増
え
、
１
０
２
３
万
人

（
07
年
）
と
な
っ
た
。

　

総
務
省
の
「
統
計
調
査
」

に
よ
る
と
勤
労
者
の
実
収
入

健
康
保
険
加
入
世
帯
の
収
入

分
布
は
１
０
０
万
円
未
満
が

58
・
３
％
、
２
０
０
万
円
以

下
で
は
79
・
８
％
と
８
割
と

な
っ
て
い
る
。
高
す
ぎ
る
保

険
料
や
低
所
得
者
層
が
多
い

た
め
に
大
阪
の
国
保
料
滞
納

状
況
は
深
刻
だ
。
府
内
の
国

９
１
２
世
帯
、
資
格
証
明
書

は
１
万
７
４
３
６
世
帯
と
な

っ
て
い
る
（
07
年
６
月
）。

保
団
連
の
調
べ
に
よ
る
と
大

阪
の
資
格
証
明
書
で
の
受
診

率
は
、
一
般
証
の
68
分
の
１

で
強
力
な
受
診
抑
制
が
起
こ

っ
て
い
る
。

化
さ
せ
な
い
④

歯
科
診
療
報
酬

を
改
善
す
る
⑤

後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
中
止

・
撤
回
を
求
め

狙
い
と
本
質
を
読
む

政
策
部

診
療
報
酬
08
改
定 

④
「
構
造
改
革
」に
よ
る
貧
困
問
題

社
会
保
障
切
り
捨
て
か
ら
の
転
換
を

橋
下「
改
革
」ス
ト
ッ
プ

「
歯
科
」の
ア
ピ
ー
ル
活
動
重
視

協会第44回
評 議 員 会

　協会は、府民の命と健康に重大
な影響を与える大阪府ＰＴ案を見
直し、４医療費助成の削減撤回を
求める署名（患者用）に取り組ん
でいます。ご協力をお願いします。
（締め切りは６月末まで）

大阪府４医療費助成制度
削減撤回を求める要請書

議
」
を
採
択
し
た
。

　

当
日
は
、
評
議
員
39
人
、

理
事
会
構
成
員
16
人
、
監
事

２
人
、
名
誉
役
員
１
人
が
出

席
し
た
。

消
処
分
を
受
け
た
の
は
不
服

と
し
て
、
神
戸
市
の
眼
科
医

が
兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
を

訴
え
た
訴
訟
の
判
決
で
、
神

戸
地
裁
は
４
月
22
日
、
処
分

は
違
法
と
し
て
取
り
消
し
た
。

　

判
決
は
、
社
会
保
険
事
務

局
の
処
分
に
つ
い
て
「
さ
ほ

ど
悪
質
で
な
い
原
告
の
不
正

行
為
に
対
し
、
登
録
取
り
消

し
は
過
酷
」
と
指
摘
。
原
告

側
弁
護
士
に
よ
る
と
「
処
分

事
由
の
中
身
に
踏
み
込
ん
だ

処
分
の
取
り
消
し
判
決
は
初

め
て
」
と
い
う
。
原
告
弁
護

「
構
造
改
革
」
に
よ
る
庶
民

兆
６
６
２
４
億
円
）
の
合
計

は
11
兆
４
４
２
０
億
円
で
あ

る
。
こ
の
４
分
の
１
を
カ
ッ

ト
す
る
だ
け
で
約
３
兆
円
も

の
財
源
が
生
ま
れ
る
。
ま
た

企
業
に
も
応
分
の
負
担
を
求

め
る
べ
き
で
あ
る
。
消
費
税

導
入
に
よ
っ
て
引
き
下
げ
ら

れ
て
き
た
法
人
税
率
を
89
年

水
準
に
戻
す
だ
け
で
、
10
兆

円
の
増
収
と
な
る
。

　

問
題
は
、
社
会
保
障
切
り

捨
て
、
大
企
業
の
儲
け
を
優

先
す
る
「
構
造
改
革
」
路
線

で
あ
り
、
国
の
社
会
保
障
に

対
す
る
姿
勢
を
根
本
的
に
改

め
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
昨
年
夏
の
参
議
院
選
挙

以
降
、
診
療
報
酬
改
定
や
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
改
善

な
ど
、
国
民
の
反
撃
が
は
じ

ま
っ
て
い
る
。�

（
お
わ
り
）

る
⑥
混
合
診
療
の
解
禁
を
許

さ
な
い
⑦
消
費
税
率
引
き
上

げ
と
目
的
税
化
を
許
さ
な
い

―
―

で
あ
る
。

　

財
源
は
、
捻
出
で
き
る
。

08
年
度
の
国
の
予
算
を
見
る

と
防
衛
予
算
（
４
兆
７
７
９

６
億
円
）
と
公
共
事
業
（
６

社会保険事務局に
神 戸 地 裁 が 異 議

保険医取消処分

返信用封筒でご送付ください

　

私
学
助
成
の
削
減
、
府
の

４
医
療
費
助
成
の
削
減
な

ど
、
府
民
の
く
ら
し
や
健
康

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
大

阪
府
の
Ｐ
Ｔ
案
に
対
し
て
、

大
阪
市
議
会
は
５
月
22
日
、

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
を

全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

　

意
見
書
に
よ
る
と
、
Ｐ
Ｔ

案
で
は
府
市
共
同
で
実
施
し

て
き
た
事
業
の
縮
減
を
示
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ

の
見
直
し
を
求
め
る
内
容
に

な
っ
て
お
り
、「
市
民
の
理

解
と
合
意
な
く
府
の
一
方
的

な
都
合
で
切
り
捨
て
で
き
な

い
」
と
し
て
い
る
。

　

協
会
で
は
、
府
下
の
各
自

治
体
に
対
し
、
Ｐ
Ｔ
案
の
見

直
し
を
府
に
求
め
る
意
見
書

を
採
択
す
る
よ
う
要
請
し
て

お
り
、
自
民
・
民
主
な
ど
保

守
系
議
員
か
ら
も
見
直
し
を

求
め
る
声
が
聞
か
れ
る
。

　

四
條
畷
・
豊
中
・
吹
田
で

も
、
Ｐ
Ｔ
案
の
見
直
し
を
求

め
る
意
見
書
が
採
択
さ
れ
て

い
る
。

だ
大
阪
府
の
「
財
政
再
建
プ

ロ
グ
ラ
ム
試
案
」
に
つ
い
て

考
え
る
府
民
共
同
集
会
が
５

月
23
日
、
府
立
青
少
年
会
館

文
化
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。

府
民
要
求
連
絡
会
や
社
保
協

な
ど
６
団
体
が
呼
び
掛
け
、

約
８
０
０
人
が
集
ま
っ
た
。

　

大
阪
教
育
大
の
高
山
新
教

授
は
、
財
政
危
機
を
煽
る
橋

下
知
事
に
異
を
唱
え
「
大
阪

府
は
け
っ
し
て
知
事
が
言
う

『
破
産
会
社
』
で
は
な
い
。

府
民
や
市
町
村
の
声
を
聞
き

な
が
ら
議
論
す
る
時
間
は
あ

る
」
と
強
調
し
た
。

　

大
阪
講
談
協
会
会
長
の
旭

堂
南
陵
氏
は
、「
橋
下
知
事

は
文
化
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び

て
い
な
い
。
文
化
を
知
ら
な

い
人
間
」
と
批
判
し
た
。

　

医
療
費
助
成
削
減
や
文
化

施
設
廃
止
な
ど
を
盛
り
込
ん

府
民
共
同
集
会

各
界
か
ら
怒
り
の
声

８
０
０
人
が
集
結

大阪市議会が意見書

四條畷・豊中・吹田でも
PT案の見直し求め


